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問 題

　先に「愛着・コンピテンス・母子関係一理論的概観一8）」

において，愛着の形成に関する親子関係およびCompe－

tenceの発達に影響を与える親子関係について理論的概

観を試みた．その結果，「愛着もCompetenceも共に単独

の行動をもって定i義されるものではなく，むしろ，子ども

のおかれている状況と関連して変化する行動の組織化・統

合化されたものと考えることがより妥当である2）」とい

う結論を得た．さらに愛着とCompetenceの関連につい

ては，愛着はComptenceの一部と見なすことが出来る9）．

つまり愛着とは子どもの安全すなわち，生存を保障する

ために必要な行動であり，Competenceとは，子どもがお

かれている状況に，適切，柔軟かつ発展的に行動を組織化

していくことを意味する．このような観点に立てぽ，当

然，愛着もCompetenceのsubsetとなるわけである1・・9・16）．

このように愛着とCompetenceの関連を見るならぽ，愛

着の形成に影響を与える親子関係もCo血petneceの発達

を促す親子関係のsubsetとなるわけである7・　8・15）．本研

究は理論的概観から導かれる上記の仮説を検討するため

に計画されたものである．愛着，Competenceそしてそれ

らの形成・発達に影響する親子関係の間に仮定される相

互の関係をFig．1に図示してある．本研究ではFig．1

に示される各々の相互関係について比較検討を試みる．

なお，今回はCompetenceと親子関係について報告する．

Fig・1の各変数の下のカッコ内には各変数を測定するた

めに使用する測定尺度を示してある．

　Competenceの測定尺度としてRubenstein8）の．　Bell

and　Pairsテストを用いる．従来の研究ではCompetence
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の測定尺度として，’　Bell　and　Pairsテスト8・11・12・17），　Binet

テストlo，20・23），　IPDS25）（lnfant　Psychological　Develop・

ment　Scale），　ITPA2D（The　Illinois　Test　of　Psycholi．

nguist三c　Abilities）が用いられている．本研究で対象と

する12ケ月児のCompetenceは，探索行動を通してとら

えることができる6・9・10・24）．探索行動により子どもは，環

境に働きかけ，環境を理解し，結果的にCompetenceの

発達を促進させることが考えられる．そこで本研究では，

乳児期の探索行動の測定尺度として開発されたBell　and

Pairsテストを用いることが適切であろうと考えている．

本テストの信頼性の高いことは，Rubenstein8）（r＝＝　O・　76

～0．84）およびSigmani7）（r＝0．93～0．96）セこよって指

摘されている．しかしながら，RubensteinとSigmanお

よびYarrowら11・12）では同じBell　and　Pairsテストを

用いながらも，その得点化の方法が多少異なっている．

Rubensteinは，対象児がBellを見ている時間とBellに触

れている時間の両方を測定し，両方の結果にもとついて，

探索行動得点を算出し，Be11を見ている時間（r…O．・76），
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とBellに触れている時間（r＝0・84）の信頼性を報告して

いる．その結果，Bellに触れている時間を測定する場合

の方がより信頼性が高い．また，SigmanおよびYarrow

らはBellに触れる時間のみを用いて，探索行動得点を

算出している．Yarrowらは信頼性について報告してい

ないが，Sigmanによるとその信頼性はr＝O．96と非

常に高い．本研究では，Bellテストの得点化において，

測定者間の信頼性の高い，BeUに触れている時間のみを

用いることにする．

　母子間に形成される愛着の測定尺度としては，Ainsw・

orthによるStrange　Situationを用いるが，これについ

ては別の機会に詳述する．

　どのような親子関係がCompetenceの発達を促すか，

すなわち，親子関係とComptenceの関係について検討す

るための尺度として，親子関係だけでなく子どものおか

れている養育環境についても広く測定対象としている

HOME（Home　Observation　for　Measurement　of　the

Emvironment）を用いる．この尺度は，　Coldwel14）らに

よって用いられたものである．この尺度は，　1．　Emotional

and　Verbal　Responsivity　of　Mother（11項目），2・Av・

oidance　of　Restriction　and　Punishment（8項目），　3・

Organization　of　Physical　and　Temporal　Environment

（6項目），4．P…i・i・n・fApP・・p・i・t・Pl・yM・t・・i・1・

（9項目），5．Maternal　Involvement　with　Child（6

項目），6．OpPortunities　for　Variety　in　Daily　Stimula－

tion（5項目）の6尺度45項目からなっている．この尺度

は，家庭で子どもに与えられる社会的，情緒的，認知的刺

激の量と質を多面的にみるものである．それ故，Compe・

tenceとの関係を見る測度として適当であろうと考えら

れる．さらに，この尺度の選択にあたっては，尺度の定

義が明確であること，各項目のチェックがyes，　noと簡

便であること，テストの妥当性3・22・23）および信頼性22・23）

の高いことなどを考慮している．

　安定した愛着の形成にどのような親子関係の側面が影

響するかを明らかにするために，Ainsworthら14）による

Ainsworth評定尺度を用いて親子関係，特に母親の養育

態度を測定する．この尺度は，1・Sensitivity－lnsensitiv・

ity，2．　Acceptance－Rejection，3．　Cooperation－lnterfer－

ence，4．　Accessibility－lgnoring　and　Neglectingの4尺

度から成っており，各尺度について1，3，5，7，9の5

段階評定を行なうものである．この尺度は，3週間おき

に，4時間の家庭訪問を一年間に亘って行なった結果に

基づいて，母子関係を見る尺度として作られたものであ

る．各尺度の信頼性はr＝O．　86～0．89と高いことが報

告されている．

　本報告では，つぎの3つの仮説について検討を試みる．

　1．子どものCompetenceの発達は，家庭で子どもに

与えられる社会的情緒的，認知的，刺激の量と質のいかん，

つまり，子どものおかれている養育環境と有意なプラス

の相関をもつであろう．すなわち，子どものCompetence

を測定するBell　and　Pairsテストの得点と子どもの養育

環境を測定するHOMEの得点の間にはプラスの相関が

存在することが考えられる．特に，子どもの探索行動に

関係すると考えられるHOMEの下位尺度1，3，4，5との

間に，高い相関が見いだされることが仮定される．この

仮説は，Elardoら23），　Bradleyら19），　Rubenstein8）および

Yarrowら11・12）の結果に基づいている．即ち，　Elardoら

およびBradleyらは，12ケ月児についてHOMEの下位

尺度1，3，4，5と精神発達検査との間に，高い相間を

見いだしており，RubensteinおよびYarrowらも，

Bell　and　Pairsテストと環境のVariety，　Complexity，

Responsivenessの間に，プラスの相関のあることを見い

だしている㍉

　2．子どものCompetenceの発達は，母子間に安定し

た愛着を形成する母親の養育態度と有意な相関をもつで

あろう．つまり，子どものCompetenceを測定するBell

and　Pairsテストと母親の養育態度を測定するAinswo・

rth評定尺度の間には，プラスの相関が存在することが

考えられる．この仮説は，　Rubenstein8）がMaternal

AttentivenessとBell　and　Pairsテストの間に，フ゜ラス

の相関を見いだしていることから考えられるものである．

　3．Competenceの発達を促進する養育環境と安定し

た愛着を形成する母親の養育態度は，有意なプラスの相

関をもつであろう1つまり，Competenceの発達を促進す

る養育環境を測定するHOMEと愛着の形成に関与する

母親の養育態度を測定するAinsworth評定尺度の間に，

プラスの相関のあることが考えられる．特に，HOME

の1，2，5の下位尺度は，母親が子どもに具体的にどの

ようにかかわるかを見る尺度であるために，Ainsworth

評定尺度のすべてのものと高い相関をもつことが考えら

れる，

研　究　方　法

被験者：本研究の被験者は，米国・テキサス州・オース
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チン市に在住する12ケ月児（±2週間）のAnglo　41名

（男児23名，女児18名）とその母親である．被験者のS

ES5）は，上4，中の上28，中の下8，下1である．また，

被験児の出生順位は，第一子（20名），第二子（20名），第

三子（1名）である．被験児のすべては，正常出産であり，

両親と同居しているものである．被験者の依頼は，テキ

サス大学家政学部児童学科付属ナースリ・スクールの入

園希望者リストおよびテキサス大学研究協力者リストの

中で，本研究の条件を満すものに研究趣意書を郵送した．

65家庭に依頼し，41家庭の協力が得られた．

　手続：資料のすべては，約2時間に亘る家庭訪問によ

って収集する．まず最初に電話で，被験児の目覚めてい

る時間帯を確認し，家庭訪問の日時を約束する．家庭訪

問では最初にBell　and　Pairsテストを行ない，ついで

HOME，家庭状況調査を順次行なう．　Ainsworth評定

尺度は家庭訪問が終了し，家庭を辞した後，直ちに評定

を行なう．これは，母親に母親の行動が観察対象となっ

ていることを気づかせないための配慮である．家庭訪問

時に被験児が睡眠中の場合は，被験児が目覚めるまで待

ち，目覚めた後は，先にHOMEについて観察し，最後

にBell　and　Pairsテストを行なうというように，一部手

続を変更する，つぎに，各手続について述べる。

　③Bell　and　Pairsテスト＝テストの簡単な説明を母

親にした後，母親は被験児をだいて，テスト机（白い布で

覆われた食卓）に向う．実験者は反対側に位置し，最初

にBellテストを行なう．実験者は，小さい金属製のBell

を数回鳴らして，被験児の注意をBellにひいた後，被

験児の手の届く所にBellを10分間呈示する．実験老は，

2個の累進計のあるストップウオッチを用いて，Bellの

呈示時間と被験児が手および口などでBellに触れてい

る時間を別々に測定する．Bellテスト終了後，5分間休

憩し，Pairsテストを行なう．見なれたもの（Bell）と初

めて見るもの（Nove10bject）を1分間対呈示し，　Bel1

とNove10bjectに触れた時間をそれぞれ別々に測定

する．計時は3個のストップウオッチを用いて行なう

（呈示時間の測定用1個，Bellに触れる時間の測定用1

個，Novel　Objectに触れる時間の測定用1個）．　Nove1

0bjectとしてBellと一緒に対呈示されるものは，つぎ

の10個のものである8・11）。1．ピンクの模造真珠のネック

レス，2．3．4．赤，黄，青のそれぞれ形の違うゴム風

船，5．金属製の笛，6．赤いプラスチックの櫛，7。金色の

サイフ，8．金属製のブレスレット，9．花柄の化粧バック，

10．指輪．Bellと対呈示する順序は，1から10へと一定と

する．呈示場所は，呈示の都度左右を入れかえる・Bel1

と各Novel　Objectを1分間ずつ対呈示し，10個のNovel

Objectに触れた総時間と計10分間の対呈示の間にBellに

触れた総時間の差をもってPairsテストの得点とする．

⑤HOME＝「家庭でのお子さんの様子をしばらく見せ

てください．」と依頼した後，母親には出来るだけいつも

通りにふるまうように要請し，HOMEの各項目について

観察を行なう（約1時間）．項目中，直接観察できないも

の，例えば，「散歩などで家の外に出る回数」などについ

ては，観察中になされる実験者と母親との会話の中に，で

きるだけ自然におり込むようにして，回答を得る．その

際項目について直接質問する形は出来るだけ避ける．

各項目のチェックはyes又はnoで行なう．

⑨　家庭状況調査＝HOMEの全項目についてチェック

した後，母親に記入を依頼する．調査内容は被験児の氏

名，生年月日，出生時体重，daycareの利用度，友達経

験，家族構成，両親の学歴および職業，収入形態，蔵書

数，TVの視聴時間である．

＠　Ainsworth評定尺度＝家庭訪問終了後・前述した4

尺度について，母親の養育態度を評定する．

レ信頼性：本研究に用いた各測定尺度の信頼性は，研究

開始の段階において，2名の評定老の6名の被験児の評

定結果にもとついて算出した．Bel1テストのピヤソソの

相関係数r＝0．99，Pairsテストr＝0・96，　HOMEの総

得点rニ0．97である．また，HOMEの各下位尺度の

一致度についてみると，1，2，3，5，6はともに

100％であり，4は98％である．Ainsworth評定尺度の

一致度についてみると，SinsitivityおよびCooPeration

は80％であり，AcceptanceおよびAccessibilityは100％

である．本研究の終了時に再び2人の評定者の3名の被

験児の評定結果の信頼性を再チェックした所，Bel1テス

トおよびPairsテストの相関はr＝1．00であり，　HOME

の総得点はr＝0．94である．また，HOMEの各下位

尺度の一致度は2，4，5，6が100％であり，1は97

％，3は94％である．Ainsworth評定尺度の一致度につ

いては再チェックできなかった．

結 果

　1　各測定尺度について

　③Bell　and　Pairsテスト：Bellテスト＝テスト中に，

時計が故障したために，1名のBellテスト結果が入手
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できなかった．結果は，TABLE　1に示されるように10

分間（600秒間）の呈示時間中に，Bellに触れた時間の平

均は452．6秒であり，時間の分布は0～588秒と非常に広

い範囲に亘っている．この分布の歪度は一1．6と非常に

大きい．これは，被験児の約70％のものが400秒以上の

所に分布し，また約82％のものが，300秒以上の所に分

布していることによるもので，かなり右寄りの分布曲線

を示すことになる．この結果は，12ケ月児では探索行動

が活発化しているために，Bellに触れる時間だけをもっ

て個人差を見いだすことの難しさを示唆しているものと

いえよう・Pairsテスト＝Bellに触れた総時間とNovel

Objectに触れた総時間の差の平均は336．6秒である．そ

の分布は43～488秒とBel1テストよりも小さく，分布の

歪度も一〇，8とBellテストより小さい．　Bellテストに比

較して，Pa量rsテストの方が，テストとしての感度が高

いといえる．なお，BellテストとPairsテストの間には，

有意な相関は認められない（r＝O・　08・P＝0．3）．

　⑤HOME：TABLE　1に示されるように，総得点の

平均は40であり，その分布は30～45の間にある．下位尺

度の得点分布は比較的大きく，特に，下位尺度2，4，6

においてその傾向が強い．

　⑨Ainsworth評定尺度：TABLE　1にみられるよう

に各尺度の平均得点が高い．これはほとんどの被験者の

母親（80～100％）が，各尺度において7ないし9の評

定を受けたことによるものである．

　＠家庭状況調査：結果は，TABLE　2に示してある．

調査結果を集計する段階で，daycareで過ごす時間につ

いて半日と回答したものを4時間，全日と回答したもの

を8時間，また，利用回数については，週に数回と回答

したものを3回として数的処理を行なっている．被験児

がdaycareで過ごす時間の平均は，一週間あたり10．4時

間である．先に述べたように，全日を8時間と計算して

いるために被験児は，一週間に一日以上の母子分離と集

TABLE　2 SAMPLE　MEANs　AND　STANDARD　DEvlATIoNs

FoR　DEMoGRApHlc　DATA（N＝41）

Measure Sample　Mean
Standard
Deviation

Weekly　hours　in　daycare

Number　of　books　in　home

Number　of　daily　TV　hours

Amount　of　peer　experience

Number　of　siblings

SES

10．4

358．8

　2．8

　4．3

　．54

　2．1

15．5

381．8

　2．2

　1．1

　．56

　．62

TABLE　1 SAMPLE　MEANs　AND　STANDARD　DEvlATIoNs　FoR　THE

HoME　MEAsuREs

Measure Possible　Range Actual　Range Sample　Mean
Standard
Deviation

Bell　tust＊

Pairs　test

HOME　subscale　l

　　　　subscale　2

　　　　subscale　3

　　　　subscale　4

　　　　subscale　5

　　　　subscale　6

　　　　total

Ainsworth　scale　l

　　　　　scale　2

　　　　　scale　3

　　　　　scale　4

0
0
1
8
6
9
6
5
5
9
9
9
9

0
0
1
　
　
　
　
　
　
4

心
U
60
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1

0－588

43－488
9－

2－

3－

5－

4－

1－

30－

3－

3－

3－

5一

1
8
6
9
6
5
5
9
9
9
9

1
　
　
　
　
　
　
　
4

452．6

336．6

10．8

　6．3

　5．6

　8．6

　5．7

　3．4

　4．0

　8．2

　8．6

　7．5

　8．2

136．8

102．0

　．5

　1．6

　．7

　。8

　。9

　1．4

　3．5

　1．5

　1．1

　1．6

　1．2

＊2＞for　Bell　test＝40；for　remainder　N＝41
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団保育を経験していることになる．きょうだい数につい

ては，すでに被験老の項で述べたように，約半数のもの

がきょうだいをもっている．その年齢幅は2歳半から7

歳半であり，その平均年齢は4歳である．また，友達経

験については，集計の段階でつぎのように数量化してあ

る．「ほとんどなし」1点，「月に数回」2点，「週に

1回」3点，「週に数回」4点，「ほとんど毎日」5点．

被験児が友達とすごす平均は4．32であり，週に数回の友

達遊びを体験している．なお，この友達遊びの中には，

きょうだいとの遊ぶ回数も加えてある。家庭でのTV視

聴時間の平均時間は2．8時間である．蔵書数は平均358．8

冊であるが，家庭別にみると，20冊～2000冊と非常に大

きな家庭差がある．

　皿　Competenceと養育環境

　子どものCompetenceの測定尺度であるBell　and

Pairsテストと養育環境の測定尺度であるHOMEの間

に有意な相関が仮定され，特に，HOMEの下位尺度1，

3，4，5との間に高い相関が考えられるが，TABLE　3

に示されるように，BellテストとHOMEの間には有意

な相関は全く認められない．しかし，PairsテストとHO

MEの間にいくつか有意な相関が認められる．　Rubenst・

ein8）は，　Bellテストは行動の活動性について見ることが

出来るのに対して，Pairsテストは子どもの行動を活動性

と探索行動に分化してとらえることができるとしている．

つまり，活動性が非常に高いけれども探索行動が低い子

どもの場合には，子どもが初めて見るもの（Novel　Ob・

ject）よりも子ども自身がよく見知っているもの（Bel1）

に強い興味を示す傾向がある．また，活動性が高く，探索

行動も活発な子どもの場合は，見知っているもの（Bell）

よりも初めて見るもの（Novel　Object）に興味を示す傾向

がある．すなわち，Pairsテストの方が子どもの探索行

動について，より詳細な情報を与えるものであるとして

いる．Pairsテストと有意な相関をもつHOMEの下位尺

度は，まさに，Competenceの発達そのものと深い関連を

もつ要因といえよう．TABLE　3にみられるようにPairs

テスト得点の高いもの，つまり活動性，探索行動がとも

に活発な子どもは，HOMEの総得点でも高い得点を示

している（r＝0．34，P＜0．02）．特にHOMEの下位尺度

4（Provision　of　ApPropriate　Play　Materials）および6

（OpPortunities　for　Variety　in　Daily　Stimulation）で高

情緒的，認知的刺激の量および質とは有意な相関をもっ

ていることを示している．特に，子どもが発達に即して，

適当な玩具を多様に与えられる環境，つまり，子どもが

直接関与できる範囲の物理的環境の適切さが，子どもの

探索行動の活発さと関係していることを示している．さ

らに，母親との関係だけでなく，父親およびその他の人

との関係が豊かに体験できる子ども，つまり，人的環境

（社会的刺激）の豊さと子どもの探索行動の活発さも関

係していることを示している．しかしながら，最初に仮

定された下位尺度1，3，5の間には有意な相関は見い

だされない．

TABLE　3　HOME，　BELL　AND　PAIRs　TEsT　ScoREs

　　　　　CoRRELATIoNs

HOME
Exploration　　Preference　for　Novelty
（Bell　Test）　　　　（Pairs　Test）

1
．

2．

3．

4
．

5．

6．

Total

一．21

－．03

－．07

－．02

－．03

　．08

－．03

一．03

　．19

　．14

　．32＊

　．19

　．33＊

　．34＊

N＝40

皿　Competenceと母親の養育態度

N＝41

＊Pぐ02

　子どものCompetenceを測定するBell　and　Pairsテ

ストと愛着の形成に関与する親子関係の測定尺度である

Ainsworth評定尺度との間に有意な相関が仮定される・

TABLE　4　CoRRELATIoNs　BETwEEN　B肌L　AND　PAIRs

　　　　　ScoREs　AND　AINswoRTH　ScALEs

Ainsworth　Scale Bell（N＝40）　　Pairs（N＝41）

Sensitivity

Acceptance

Cooperation

Accessibility

　．15

　．13

－．11

　．36＊

．17

．23

．　07

．11

い得点を示す（r＝0・32，ρ＜0。02；r＝0．33，P＜0．02）．こ

のことは，Competenceの発達と子どもが受ける社会的，

＊Pく02

　結果は，TABLE　4に示されるように，　Bellテス．トと

Accessibilityとの間に有意な相関（r・＝O・36，　P〈0・02）が

認められる．Accessibilityは，母親が子どもの発する信

（23）
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号やCommunicationに常に注意を払い，子どものリズ

ムにうまく母親の反応を適合させることが出来るか，否

か，について見る尺度である．Accessibilityの得点の高

い母親は子どもの状況に合わせてうまく，自然な形で応

答的なかかわりが出来，子ども側から考えるならば，非

常に応答的な母親ということになろう．このような応答

的な母親をもつことが子どものCompetenceの発達にと

って非常に大切な意味をもつことを示している．

　］V　養育環境と母親の養育態度

　Competenceに関する養育環境を測定するHOMEと

愛着の形成に関与する母親の養育態度を測定するAins．

worth評定尺度との間に有意な相関が仮定される．結果

は・TABLE　5に示されるように多くのものの間に有意

な相関が見いだされる．特にHOMEの総得点および下

位尺度2　（Avoidance　of　Restriction　and　Punishment）

および5（Maternal　Involvement　with　Child）はAin．

sworth評定尺度のすべてと有意な相関を示している．ま

た下位尺度6（Opportunities　for　Variety　in　Daily　Sti．

mulation）はAinsworth評定尺度の3つの尺度（Sens．

　　　　　　　　TABLE　6　SIGNIFIcANT

　　　　　　　　　　　　　　MEASURES

TABLE　5 　　　，CoRRELATIoNs　BETwEEN　HOME　AND

AINswbRTH　ScALEs（N＝41）

HOME
SPnsi．
tivity

Accep・　　Cooper・　Accessi・
tance　　　　ation　　　　　bility

1

2

3

4

5

6

Total

。08

．62＊＊＊

．25

．23

．55＊＊＊

．41＊＊

．63＊＊＊

，04　　　　　　　．05　　　　　　．18

．53＊＊＊　　　　　．82＊＊＊　　　　．34＊

．00　　　　　　－．05　　　　　　　．09

．09　　　　　　　　。32＊　　　　　　．15

．41＊＊　　　　　．41＊＊　　　　．39＊＊

．42＊＊　　　　　．43＊＊　　　　　．25

．50＊＊＊　　　　　．67＊＊＊　　　　．39＊＊

＊P＜．05 ＊＊P＜．Ol

CoRRELATIoNs　BETwEEN　DEMoGRAPHIc　ITEMs　AND

＊＊＊p〈．OOI

itivity，　Acceptance，　Cooperation）　と有意な相関をもっ

ている．しかし，仮定された下位尺度1との間には有意

な相関は認められない．

　V　家庭状況調査とBell　and　Pairsテスト，　HOME

及びAin8worth評定尺度について

　TABLE　6に示されるように，いくつか有意な相関が

　　　　　　　　　　　　　　HOME

Daycare Sex Siblings Books TV SES

BelI

Pairs

HOME　1
　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

　　　　Total

Sensitivity

Acceptance

Cooperation

Accessibility

Daycare

Sex

Siblings

Books

TV
Peer　experience

一．27＊

一。45＊＊

．26

（p＝．051）

．28＊

一．32＊

一．29＊

一．39＊＊

一．29＊

．55＊＊＊

一．31＊

一．26＊

一．39＊＊

．28＊

一．33＊

一。44＊＊

．31＊

＊ρ＜．05 ＊＊P＜．01 ＊＊＊pぐ001

（24）
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められる．daycareで子どもが過ごす時間とHOMEの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘｛
下位尺度2（Avoidance　of　Restriction　ahd　Punishment）

およびAinsworth評定尺度のAcceptanceの間には有

意なマイナスの相関（r＝－0．27，ρ〈0．05；r＝－O．　45，　p

〈0．01）がある．つまりdaycareに長い時間子どもを預

ける母親は，子どもにnegativeな感情を持ち，子どもの

行動に直接的に統制を加える傾向があるといえる．また，

daycareで過ごす時間には性差が認められ（プ＝0．26，ρ＜

0．05），男児の方が，女児よりも長い時間daycaneで過ご

している．このことは，母親と女児の母子分離母親と男

児の母子分離が異なった意味を持つことを示唆するもの

といえよう．きょうだい数とHOMEの下位尺度1（E－

motional　and　Verbal　Responsivity　of　the　Mother），

Ainsworth評定尺度のSensitivityおよびAccessibility

との間にマイナスの相関（r・　－O・29，ρ〈O・05；r＝　－O・

39，　p＜O．　Ol；r＝－0．29，　p＜0．05）が認められる．このこ

とは，家庭内に複数の子どもをもつ母親，特に年齢間隔の

　　　　　1狭い複数の子どもをもつ母親は，一人っ子をもつ母親に

比較して，子どもへの言語的な働きかけや反応が少なく，

情緒的にも子どもを受け入れる度合が少なく，かつ子ど

もが発する信号やCommunicationをとうまくとらえ，

子どものリズムにうまく合わせて反応することが少ない

ことを示しているものといえよう．きょうだいの有無と

友達経験は，高い相関（r＝0．55，P〈0．001）を示している

が，これは先にも述べたように，友達経験の中にきょうだ

いとの交わりも加えたことによるものと思われる．蔵書

数は，HOMEの下位尺度1（Emotional　and　Verbal　Re－

sponsivity　of　the　Mother）およびTVの視聴時間とマ

イナスの相関（r＝－0．31，ρく0．05；r＝－O．　26，pく0．05）

がある．またTV視聴時間は，　HOMEの下位尺度3

（Organization　of　the　Physical　and　Temporal　Environment）

とマイナスの相関（r・＝　－O．39，p＜O．　01）があり，　Ains－

worth評定尺度のCooperationとはプラスの相関（プ＝

0．28，P＜0，05）がある．　SESとHOMEの下位尺度1

（Emotional　and　Verbal　Responsivity　of　the　Mother）

およびdaycareで過ごす時間との間にはマイナスの相

関（プ＝－O．　33，　P＜0．02；r＝－O．　44，　P〈0・01）があり，

きょうだい数との間にはプラスの相関（r＝O．　31，　p〈0．0

5）がある．

討

1　測定尺度について

論

　③Bell　and　Pairsテスト：Sigman，t7）Rubenstein8）

およびYarrowら10・11）は6ケ月児および8ケ月児にBe11

テストを施行し，有効性を見いだしている．しかし，本研

究の被験児である12ケ月児では，得点分布巾が非常に大

きいにもかかわらず，大部分の得点が非常に狭い範囲に

集中しているために，テストの有効性を著しく減少させ

ている．このことは，Bel1テストに適用年齢の上限のあ

ることを示唆しているものといえよう．ただし，　Pairs

テストについては，12ケ月児においてもその有効性は認

められる．

　つぎに，年齢の高い子どもにBell　and　Pairsテストを

施行する場合の考慮すべき問題を指摘する．まず，Bell

テストでは探索行動の指標として，探索行動の持続時間

のみを問題としているが，個人差は，持続時間よりも探

索行動の内容に見いだされる．探索行動としては，聴覚

的興味に関するもの（ex．　Bellを鳴らす行動），触覚的

興味に関するもの（ex・Bellを口に入れる行動），機能

的興味に関するもの（ex．　Bellのべロをいじる行動），

付随的興味に関するもの（ex．　Bellを机から落下させる

行動，母親とBe！1をやりとりする行動）などが見られる．

Bellテストではこれらの行動が，単独あるいはいくつか

重複した形で観察される．その示され方にも個人差が認

められる．さらに，各々の行動の開始時間および持続時

間にもかなり個人差が認められる．このように子どもの

年齢が高い場合には，その探索行動も多岐に亘り，探索

行動を量的な側面である持続時間のみでとらえることで

は不充分となる．さらに，質的側面である探索行動の内容

についても考慮する必要があるといえよう．このことは，

Pairsテストについても指摘される問題である．さらに，

Pairsテストの場合には，テストの得点化について別の

問題が指i摘される．Pairsテストでは，　Novel　Objectに触

れた時間とBellに触れた時間の差をもってテスト得点

とする手続がとられている．しかし，被験児によっては，

Novel　ObjectとBellを同時に平行的に，あるいは二つ

のものを組み合わせた形で扱うものがある．このような

場合には，Bellに触れる時間もNovel　Objectに触れる

時間もともに増大するが，両者の差は減少する．そのた

めに，このような被験児のPairsテスト得点は低いものと

なる．しかし，発達的に見るならば，二つのものを別々に

扱う場合と同時に平行的に扱う場合とさらに二つのもの

を組み合わせて扱う場合では異なった意味をもっている．

さらに興味あることには，二つのものを組み合わせる行
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動は，HOMEの得点の高いものに生じる傾向が認めら

れることである．Pairsテストは，テストとしての有効

性は認められるものの，Organizational　Constructとし

てCompetenceをとらえるのに充分な尺度とはいえない．

より適確にCompetenceを測定する尺度を開発する必

要性があることが示唆される，

　⑤Ainsworth評定尺度

　Ainsworthら13・14）は，愛着の形成に関与する母親の養

育行動を見る尺度として，この尺度の有効性を提唱して

いる．しかしながら，本結果では，被験者の大部分のもの

がすべての尺度で高い評定を受けており，この尺度では

個人差をほとんど見いだすことは出来ない，この原因と

して，Ainsworth　らの要した観察時間に比較して，本研

究の観察時間が約2時間と非常に短いこと，さらに，その

観察時間の大部分がBell　and　Pairsテストおよび母親

との会話に使われ，母親の行動そのものを充分に観察し

えなかったことが考えられる．さらに，Ainsworthらの被

験者は社会・経済的条件において恵まれないものである

のに対して，本研究の被験者は比較的恵まれたものであ

る．また，すべての母親は本研究に非常に積極的な興味

を示しており，この興味の強さそのものが子どもへの関

心の強さを現わしているように思われる．つまり，研究

協力依頼に同意する段階で，被験者にある偏りを生じて

いることが考えられる．このような被験者集団の違いに

ついては，今後，研究対象を拡大するなかで検討して行

く予定である．

　皿　Competenceと養育環境

　仮説に反して，BellテストとHOMEの間には有意な

r相関は見られない．これは，先に結果の所で述べたよう

に12ケ月児ではBe11テストのテストとしての有効性が

非常に低いことにあると思われる．Pairsテストと　HO

MEの総得点および下位尺度の4と6の間に有意な相関

が認められるが，Elardoら23）およびBradleyら19）は

HOMEの下位尺度1，3，4，5とIQの間に有意な
プラスの相関を報告しており，彼らの結果と本結果は異

なっている．しかし，Yarrowら11・12）はPairsテストと

環境のVariety，　Complexity，　Resdonsivenessの間に有

意なプラスの相関を見いだしている．HOMEの下位尺

度4，・6，は，明らかに毎日の生活場面における社会的，物

理的VarietyおよびResponsivenessについてみる尺度

である．それ故，本結果は，Yarrowらの結果と一致する

ものといえよう．また，Wachsら25）も本結果を支持する

結果を報告している，さらに，彼らは環境要因とCompe・

tenceの発達に関して，子どもの年齢，経験，認知構造

の発達など，子ども自身がもっている条件・状況の違いに

よって，重要な意味をもつ環境要因が異なることを指摘

している．本研究で対象とした12ケ月児のCompetence

の中心をなすものは探索行動である．その探索行動を促

進させる環境要因として，日常生活においてNovel　Obj・

ectに接する機会を多く持つことの大切さを指摘できよ

う．もちろん，本研究結果は，Competenceの発達と環境

要因の因果関係について述べているものではない．しか

しながら，親が与える物理的環境の豊さ，人的環境の豊さ

は，特定の家庭について見た場合には，比較的恒常的な環

境条件であると考えられる．そこで，子どもが環境の豊さ

を先行経験として体験することが，Competenceの発達

を促進させる条件として考えられるのではないだろうか．

つまり，CompetenceとCompetenceの発達を促す養育

環境は並列的，同時的に関係しあうのではなく，ある時

間的つれをもった関係にあることが考えられる．この件

については，今後の継続研究の中で明らかにする予定で

ある．

　皿　Competenceと母親の養育態度

　Rubenstein，8）Yarrowら11・12）は，高いAttentiveness

を示す母親をもつ子どもは活発な探索行動を示すことを

見いだしている．彼らのいうAttentivenessは，母親が

子どもに注意を向ける頻度，抱く頻度，子どもに話しか

ける頻度をみる尺度である．本研究で，Competenceと

の関連が見いだされたAccessibilityは，子どもから発

せられる信号やCommunicationを母親がどの程度受け

とめ，かつ，反応するかについて評定する尺度である．つ

まり，このAccessibilityとAttentivenessは非常に類似

した内容をもつ尺度であるといえる．それ故，Rubens－

teinおよびYarrowらの結果は，本研究の結果に支持を

与えるものといえよう．

　］V　養育環境と母親の養育態度

　HOMEと　Ainsworth評定尺度の間に多くの相関が

認められる．特に，HOMEの下位尺度2および5とAi－

nsworth評定尺度の全尺度の間に有意な相関が認められ

る．この理由としては，この2つの下位尺度（Avoidance

of　Restriction　and　Punishment；Maternal　Involvement

with　the　Child）はいずれも具体的な母親の子どもへの

かかわり方を問題としており，Ainsworth評定尺度と内

容的に類似していることが考えられる．さらに，HOME

（26）
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の直後にAinsworth評定尺度について評定を行なった

ためにHalo現象をきたし，結果的に高い相関が生じた

ことも考えられる．一方，Ainsworth評定尺度の間に高

い相関が認められないHOME　の下位尺度3および4

（Organization　of　the　Physical　and　Temporal　Environ－

ment；Provision　of　Appropriate　Play　Materials）は内

容的には生活空間の拡大および玩具などの対物的環境に

ついてみる尺度であり，対人関係についてみているAi・

nsworth評定尺度とは，次元を異にしていることによる

ものと思われる．

要 約

　Fig・1に示される各変数間の相互関係について，主に，

Competenceとの関係を中心に検討を試みた．被験者は，

米国在住の12ケ月児の　Anglo　41名とその母親である．

各変数の測定尺度として，Bell　and　Pairsテスト（Com－

petence），　HOME（養育環境），　Ainsworth評定尺度（母

親の養育態度），Strange　Situation（愛着）を用い，その

他に家庭状況調査を行なった。その結果，有意な相関が，

Competenceと養育環境，　Competenceと母親の養育態

度，養育環境と母親の養育態度，家庭状況調査のいくつ

かの項目と他の尺度との間に見いだされた．今後の問題

として，まずCompetenceについては，子どもの個人差

を充分に理解するためにもOrganizationalな意味におい

てCompetenceを測定する尺度の開発が望まれる．また，

研究姿勢としては，本研究で計画しているような“愛着

とCompetenceに関する研究”のようにsocialemotional

な発達と認知的発達を総合的に扱う研究が増大する必要

があろう．このような研究が増大することによって，有

機的な存在としての個人の理解がより促進されることが

考えられる．

　〈付記〉本研究は，1978～1979年の1年余，在外研修員

としてテキサス大学家政学部児童学科に滞在した際の研

究成果の一部をまとめたものである．本研究を進めるに

あたって，いろいろご指導ご援助いただきましたテキサ

ス大学教授Dr．　Durrett，　Dr．　Hullおよび院生のMrs・

M。ss，　Mrs。　Meansそして本研究の被験者となることを

快く引き受けて下さいました41組の母子の皆様，研修の

機会を与えて下さいました東京家政大学の諸先生に，心

から感謝申し上げます．なお，本報告は，日本教育心理

学会第22回総会（1980年10月）の発表論文に一部加筆し

たものである．
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